
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イイインンンタタターーーネネネッッットトト AAASSSPPP 会会会計計計 

強力サポート体制を

完備 

企業経営を良くする

会計システム 

受賞
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会計システムに求められる「必然性」と技術革新に伴う「革新性」を融合させました。

企業経営を良くするため、快適な操作性や帳票の多彩性など、機能面の充実を

図っております。すべての部署でご活用いただける会計システムです。 

財務会計システム「インターネット会計」が、 

これからの会計システムの“ニュースタンダード”です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「使って、納得」の 
会計システム。 
「インターネット発展会計」は 
“インターネット時代”、“ユビキタス社会”に 
完全対応した唯一のオンライン会計システムです。 
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   国が認めた会計システムです！ 
 

 「インターネット発展会計」のベースシステムである日本ビズアップ「ＢＩＺＵＰ発展

会計」は、経済産業省所管である独立行政法人 情報処理推進機構（ＩＰＡ）の「ソフトウ

ェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー2006」（ＳＰＯＴＹ2006）を受賞いたしました。 

 

 会計システムの受賞は 1991 年以来、実に 15 年ぶりとなります。 

 

≪ＩＰＡ公表の選定文（抜粋）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＩＰＡ：日本におけるＩＴ国家戦略を技術面、人材面から支えるために設立された経済産業省所

管の独立行政法人 
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■会計事務所向け会計ＡＳＰ「BIZUP 発展会計｣ 日本ビズアップ株式会社 

                   (代表取締役社長 吉岡 和守） 

 

【概要と選定理由】 

 会計事務所と顧問先企業をインターネットでリアルタイムに結ぶ会計シ

ステム。（会計事務所が主導して自計化を推進｡） 

 サーバとＰＣに処理を分散し、それぞれの資源を最大限活用する方式を採

用することで、性能・機能向上、コスト削減を実現したソフト。 

 低コスト、実用的なレベルの操作性と性能、充実した会計事務所専用機能、

小規模ユーザーから中堅企業クラスまでをカバーする豊富な機能を有する

特徴をもつ。 

 中小企業の“自計化”を旗印に現在躍進中のＡＳＰであり、ＡＳＰの成功

事例として評価し、選定された。 
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   経営陣がいつでも自社の経営状況を把握できる 
 

① 会計データは、いつでもどこでもリアルタイムに確認可能 

 会計データは、入力された段階で全社でリアルタイムに共有されます。多忙で外出がち

な経営者でも、パソコンの画面上でいつでもどこでも自社の最新業績を確認することが

できます。ＰＤＦ表示のため、必要に応じてプリントしてご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 部門別実績や予算達成度をリアルタイムに確認可能 

 標準装備の「部門実績比較表」で各部門の現状をスピーディに把握、「予算実績対比表」

が確認時における全社での予算達成度を数字にしてご報告いたします。 

    ■部門実績比較表            ■予算実績対比表 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 資金繰りも気になるときにいつでも確認 

 「資金繰実績表」によって、自社の資金

繰状況もリアルタイムに把握することが

可能となります。 

 

 必要なときにいつでも確認ができるため、

事前の対策が可能となります。 

 

2 

■パソコンひとつでいつでも自社の業績把握 

 

 会 社でも 

 ご自宅でも 

 移動中でも 

 出張先でも         パソコンひとつで業績確認が可能 

■資金繰実績表 
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④ 充実した管理会計資料群が次に打つべき手を指南 

 貴社の経営実態や計画を数値化した豊富な経営サポート資料が分析・解説いたします。

毎月提供の「月次会計レポート」、来期の「利益計画書」などの資料を当法人より、ご提

供いたします。 

 

 ■月次会計レポート       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   経理・営業等すべての部署で活用可能！ 
 

① 会計データは発生部署で入力可能、経理業務の負担を軽減 

 会計データは、「インターネット発展会計」のインストールＰＣであれば、どこからでも

入力することが可能です。 

 営業部で発生した交通費や総務部で発生した事務用品費など、各部署で発生した経費に

ついては各部署で入力処理・確認する体制を整えることで経理部門の大幅な負担軽減と

経理業務の効率化・省力化を実現します。 
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■経費発生部署での会計データ入力・確認で経理部門の負担軽減 

 

 

 

 

 

 

 

 経理部は、他部署で入力 

 されたデータの確認だけ 

 で済むため、業務負担が 

 大幅軽減 

インターネット
データセンター

入力済データの確認

経理部 

交通費入力 

営業部 

営業部長確認

↓ 

事務用品費入力 

総務部 

↑ 

総務部長確認
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② 入力操作の不明点や疑問点は当法人が完全サポート 

 入力操作時に発生した仕訳などに関する不明点や疑問点については、当法人までお気軽

にご連絡ください。「インターネット発展会計」では、同一画面を確認することが可能な

ため、その場で疑問点を解決に導きます。また、入力された会計データに関しては、即

時確認を実施しております。会計データの適正性についても常に保証いたします。 

 システム面に関する疑問や質問に関しては、専用の「コールセンター」を設置しており

ます。コールセンターまでご連絡をお願いいたします。 

 

③ 経営会議資料の作成は最新データを出力するだけ 

 毎回の経営会議で使用する資料作成にも、多くの時間や手間がかかっていたのではない

でしょうか。「インターネット発展会計」なら、入力した段階で会計データが完成してい

るため、最新の業績データを出力するだけで資料作成に手間をかけません。 

 ＣＳＶ出力によって、表計算ソフトなどで自由に加工することも可能です。 

 

④ 営業部でも自由に自部門の業績把握が可能 

 例えば、営業部においては、期末になってから目標予算の達成・未達成で一喜一憂して

いるというのが現状ではないでしょうか。いつでも業績確認ができる環境があれば、期

末になってから慌てることなく、常に計画的に行動予定を立て実行することが可能とな

ります。 

 営業部でなくても、自部門の業績確認ができれば業績向上への意欲を高めることができ

目的を持った行動へ導くことができます。 
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⑤ 各部署から事業や商品、得意先などの条件で業績の分析が可能 

 「インターネット発展会計」のインストールＰＣであれば、会計データに自由にアクセ

スすることが可能となるため、各部署で自主的に業績の分析や検討を行う環境を作るこ

とが可能となります。 

 業績確認がいつでもできる環境整備によって、予算目標達成に対するモチベーションの

向上や現場単位での問題点の洗い出しや解決を促すことが可能となります。 

 

 ■得意先別売上ＡＢＣ分析 
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   初心者でも安心して始められる「簡単導入」 
 

① システムをインストールするパソコンの台数に制限無し 

 「インターネット発展会計」は「同時アクセスライセンス」を採用しております。その

ため、システムインストールが可能なパソコンの台数は無制限です。 

 経営者や経理担当者、経理責任者はもちろんのこと、各部門責任者にいたるまで、シス

テムインストールを行うだけで、特別なネットワーク環境を構築する必要なく、社内のど

こからでも最新の業績データが閲覧できる環境を構築することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 従来の科目コードもそのまま利用可能 

 「インターネット発展会計」では、今までお使いの科目コードを登録することで、科目

コードを変更することなく、そのまま利用することができます。 

 

 

例）各端末から分散入力がしたい場合 

 今までの会計ソフトは、基本的に一台の PC でデータの管理・入力するスタンドアロ

ン型のシステムでした。 ASP は、特別なシステム構築やサーバーの購入も必要とせず、

複数台でのネットワーク構築が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータ２コンピュータ１ コンピュータ３

1 
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③システム利用開始準備は当法人がトータルにバックアップ 

 「インターネット発展会計」導入における各種設定等に関しては、当法人がトータルに

バックアップいたします。 

 導入にかかる疑問や質問はお気軽に当法人までご連絡ください。 

 貴社のスムーズなシステム導入を実現いたします。 

 

   わずかな操作で日常業務が簡単「データ入力」 

① 記帳レベルに合わせた入力方式で経理業務の負担を軽減 

 システムを利用される方の記帳レベルに合わせて、普通仕訳入力から仕訳が分からなく

ても入力可能な「定型仕訳入力」、「出納帳入力」、「摘要入力」などの入力方式を用意して

おります。 

 また、企業で発生する取引の多くはあらかじめ想定することができます。想定できる取

引を「定型仕訳」として登録しておけば、仕訳がわからない方が入力を行った場合でも、

簡単に入力することができます。 

 さらに、出納帳入力では、摘要さえ選べば仕訳が完成する入力方式も用意しました。 

 

 ■仕訳伝票入力画面           ■出納帳入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■定型仕訳入力画面           ■摘要入力画面 
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② 入力時の疑問点は「オンラインマニュアル」が一発解決 

 入力操作等で発生した疑問点については、ヘルプ機能の「オンラインマニュアル」をご

確認ください。疑問点を操作方法の流れに沿って、詳細に解説いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 会計データは全国どこでもリアルタイム共有 

 「インターネット発展会計」はインターネットを最大限に活用した会計システムです。

入力された会計データは、インターネットデータセンターで一括保管され、社内はもちろ

んのこと、ご自宅や出張中など全国どこからでもリアルタイムに確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全国どこでもリアルタイムにオンライン会計データ共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出張先でも 

役 員 

インターネット
データセンター

経理部 部長 

ご自宅でも 

営業部 

経理部 担当者

Ａ支社 
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   豊富な資料で経営状況を把握する「集計業務」 
 

① 入力データは自動集計、いつでも最新データの確認が可能 

 入力された会計データは、即時自動

集計されるため、集計作業によるミス

を防ぎます。 

 

 集計間違いのない最新の試算表を常

に確認することが可能となるため、経

営状況をスピーディに把握することが

できます。 

 

 

 

② 試算表の異常値を解明するドリルダウン機能 

 画面上で試算表から原始データまでを追跡していくことができます。会計データの異常

値の原因追求、問題発見が容易になります。その場でデータ修正を行うことも可能です。 
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   繁忙期にも項目設定だけで簡単作成 
 

 「キャッシュフロー計算書」も項目選択で自動作成 

 企業経営を進める上で重要な役割を果た

す「キャッシュフロー計算書」も決算書印

刷の項目設定で自動作成いたします。 

 

 キャッシュフロー計算書によって、貸借

対照表や損益計算書では、つかめない資金

の流れを把握することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■キャッシュフロー計算書 

4 
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   あらゆる角度から経営実態を詳細に「分析」 
 

① 経営実態を顧問先に分かりやすく解説する「月次会計レポート」 

 顧問先の会計データから「月次会計レポート」を自動作成できます。顧問先訪問時に経

営資料として提供し、解説を行うことで、月次の経営数値を顧問先に具体的に把握させ

ることが可能となります。 

 

≪月次会計レポート 帳票サンプル≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 業績関連分析 
 ■売上高３期比較（月別売上実績） 

 ■粗利益３期比較（月別粗利益実績） 

 ■移動年計（売上高/粗利益/経常利益） 

 ■月次損益推移（要約変動損益） 

 ■累計損益推移（要約変動損益） 

 ■損益３期比較 

（2） 資金関連分析 
 ■キャッシュフロー分析 

 ■資金運用分析（期首比較） 

 ■資金運用分析（前年同月比較） 

経営実数分析 

 

 

（1） 収益力分析 

（2） 生産性分析 

（3） 安全性分析 

経営比率分析 

 

 

（1） 損益分岐点（累計） 

（2） 経常安全率分析 

（3） 労働分配率分析 

（4） 目標利益別必要売上 

損益分岐点分析 

5 
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   貴社の会計システムにかかるコスト低減に貢献 
 

① インターネット環境があれば導入時の初期費用０（ゼロ） 

 「インターネット発展会計」の導入には、会計処理専用パソコンやデータ保存用のハー

ドウェア、会計ソフトウェアの購入など、初期投資は一切不要です。 

 さらにシステムのバージョンアップもデータセンター側で自動的に実行しますので、シ

ステムを利用される上での手間を一切かけません。パソコンとインターネットの通信環境

さえご用意あれば、すぐにでもご利用いただくことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② インターネットバンキング同様の高いセキュリティ 

 データサーバの運営や監視は、銀行や証券会社のサーバ保管を取り扱うデータセンター

にて 24 時間有人監査で行っております。会計データの送受信はすべて「ＳＳＬ」暗号化を

施した上で行っており、さらに、ファイヤーウォールで利用者以外の不正侵入を完全シャ

ットアウトいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計処理専用 
パソコン購入 

データ保存用の 
ハードウェア購入 

会計ソフトウェア 
購入 

■セキュリティは万全、データバックアップも自動実行 

有人監視 

時間単位でデータ 
自動バックアップ 

インターネット
データセンターフ

ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル

ＰＣ認証 

× 
 

発展会計 未設定ＰＣ 
ＰＣ認証× アクセス不可 

ＳＳＬ暗号化 
発展会計 設定ＰＣ 

6 
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③ システムのバージョンアップも自動実行 

 各種法改正などのバージョンアップ等の対応についてはシステムの自動更新で対応して

おります。システムはインターネットデータセンターで一元管理しておりますので、貴社

内でご使用のバージョンが違うといったシステムの不整合は一切生じません。 

 また、ご使用されている個々のパソコン上での更新作業などは不要ですので、手間をか

けることなく、常に最新のシステム利用環境を保証いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ システム機能は使い放題、月額費用も驚異の低価格 

 「インターネット発展会計」は、帳票等の使用制限を一切設けておりません。ご利用回

数や帳票数にかかわらず、月額費用は定額でご利用いただけます。ご遠慮なくお問い合わ

せ下さい。 
 

   

 

 

 

 

 

 

アクセス時に 
システム自動更新

経理部 担当者

経営者
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t 

出力帳票一覧（※出力帳票はＣＳＶ出力・独自加工が可能） 

仕訳伝票  資金繰実績表 決算報告書 

仕訳日記帳  月次残高推移表（貸借対照表） （表紙・貸借対照表・損益計算書・製造原価 

仕訳チェックリスト  月次談高推移表（損益計算書）  報告書・販売費および一般管理費・株主資 

現金出納帳  前年同月対比表（貸借対照表・損益計算書）  本等変動計算書・個別注記表・キャッシュ 

預金出納帳  前年同月対比表（製造原価報告書）  フロー計算書） 

通信費  ３期比較表（貸借対照表・損益計算書） 付表２ 

商品仕入高１  ３期比較表（製造原価報告書） 別紙様式４ 

普通預金１  比較変動損益計算書 税区分別科目別消費税集計表 

売掛金１  要約変動損益計算書 科目マスター一覧表 

合計残高試算表（貸借対照表）  売上高推移表 補助科目マスター一覧表 

合計残高試算表（損益計算書）  マネジメントレター１（経営実績数値） 摘要マスター一覧表 

合計残高試算表（製造原価報告書）  マネジメントレター２（経営分析データ） 取引先マスター一覧表 

内訳残高一覧表  経営指標分析表 所得税青色申告決算書 

取引先別科目残高一覧表  部門実績比較表（貸借対照表）  

科目別取引先残高一覧表  部門実績比較表（損益計算書）  

  予算実績対比表  

動作環境 主要スペック 

日本語ＯＳ 

Microsoft Windows XP Professional 

Microsoft Windows XP Home Edition 

Microsoft Windows 2000 Professional 

Microsoft Windows 98SE 

Ｗｅｂブラウザ Microsoft Internet Explorer 5.01 以降 

インターネット 

接続環境 

必須 

ISDN 以上（ADSL 推奨） 

モバイル時（最低保障回線速度 64kbps） 

対応機種 

（パソコン本体） 
上記日本語ＯＳが稼動するパーソナルコンピュータ 

ＣＰＵ Intel PentiumⅢ 266MHz 以上推奨 

メモリ 

Microsoft Windows 2000/98 128MB 以上 

             （256MB 以上推奨） 

Microsoft Windows XP   256MB 以上 

             （384MB 以上推奨） 

ディスプレイ 

本体に接続可能で上記動作ＯＳに対応したディスプレイ 

解像度：1024×768 以上必須 

High Color（16 ビット）以上を推奨 

ディスクドライブ CD-ROM ドライブ必須 

ハードディスク 必須空き容量５MB 以上 

マウス・キーボード 上記日本語ＯＳで使用可能なマウス及びキーボード 

日本語入力 

システム 
上記日本語ＯＳに対応した日本語入力システム 

プリンタ 
上記日本語ＯＳに対応したインクジェットプリンタ（レー

ザープリンタ推奨） 

■データ件数 

登録可能科目数 無制限 

登録可能補助科目数 無制限 

登録可能部門数 無制限 

部門の階層 無制限 

登録可能年間仕訳数 無制限 

 
■入力表示最大桁数 

勘定科目の正式名称 全角 12 文字 

勘定科目の短縮名称 全角 8文字 

集計項目の正式名称 全角 15 文字 

集計項目の短縮名称 全角 8文字 

補助科目の正式名称 全角 15 文字 

補助科目の短縮名称 全角 8文字 

部門の正式名称 全角 15 文字 

部門の短縮名称 全角 7文字 

集計部門の正式名称 全角 15 文字 

取引先の正式名称 全角 20 文字 

取引先の短縮名称 全角 12 文字 

摘要内容 全角 35 文字 

検索用数字コード 半角 8文字 

検索用カナコード 半角 8文字 

検索用ローマ字コード 半角 8文字 

１伝票入力金額桁数 11 桁 

決算書出力金額桁数 12 桁 

 

〒105-0004 東京都港区新橋 2-20-15 新橋駅前ビル 7F
      TEL 03-6215-9217 FAX 03-6215-9218

MK税務会計事務所 
 
〒370-0516 群馬県邑楽郡大泉町中央 1-22-1 
  TEL 0276-62-1190 FAX 0276-62-1193 

■システム開発・運営■提供・お問い合わせ 


